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Ｉ 学位申請論文の内容要旨 
 
 本論文の問題意識は、社会福祉基礎構造改革以降、主要な福祉サービス提供

の仕組みが措置制度から契約による利用制度に移行した状況を踏まえて、利用

者の自立生活を可能とする利用者主体の支援の実践が喫緊の課題となっている

ことである。こうした問題意識に基づき、本論文の目的は、施設等においてソ

ーシャルワークの理論と実践とをいかに結び付けていくかを明らかにすること

である。 
 研究に当たっては、利用者の人権尊重、主体性の尊重、潜在的可変性等の価

値、また、人と環境とが織りなす交互作用に焦点をおく生活モデルに依拠した

ソーシャルワークを理論的枠組みとしている。 
  
本論文の構成と内容は以下のとおりである。 
第１章 社会福祉の制度改革と利用者支援 
第２章 福祉現場と専門職制 
第３章 ソーシャルワークの考え方 
第４章 利用者主体の支援 
第５章 利用者支援の展開過程 
第６章 利用者支援の技法 
第７章 実践力の向上を目指して 
 
 第１章では、社会福祉基礎構造改革に伴う制度の改編により、福祉サービス

の提供システムが契約による利用制度に移行したが、その趣旨や改編の理念を

説明し、契約による利用制度の意義と課題を記述している。その上で、質の高

い福祉サービスを意図した経営に取り組むべきである、と提言している。 
 第２章においては、質の高い福祉サービスの提供に向けて社会福祉の原理、

ソーシャルワーク理論と実践との融合の重要性について述べている。具体的に

は、社会福祉固有の視点である社会関係の主体的側面、ソーシャルワーク実践

の価値である個人の尊重、人権、社会統合、社会正義、自己決定、参加等、さ

らに専門職としての意識改革について記述している。 
 第３章は、ジェネラル・ソーシャルワークの有用性と理論枠組みを提示し、

人間のポジティブな側面に着目するエンパワメント志向の実践について述べて

いる。ジェネラル・ソーシャルワークでは、人と環境の交互作用を通して人間

を環境に適合する存在である一方、環境を変えていく力を持つ存在と捉えてい 
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る。この人間の有する能力に着目する考えはエンパワメント概念と共通するも

のであり、ソーシャルワークにおいても重要であることを強調する。 
 第４章では、利用者主体の支援のキーワードとなる人権と権利擁護、自立生

活支援、福祉ニーズについて説明している。また、利用者主体の意味を解説す

るとともに支援の概念整理を行い、支援の具体的活動について提起している。

これらを踏まえて、施設等における利用者主体の支援について記述している。 
 第５章においては、利用者支援の展開過程について実践事例を挿入して実証

的に述べている。支援の展開過程は、福祉サービス利用にあたっての全体の過

程と具体的な福祉サービス提供を行っている施設等における支援過程との二重

構造になっていることを提示しつつ、本章では後者の支援課程について述べて

いる。 
 第６章は、利用者支援の技法として、援助関係のあり方やコミュニケーショ

ンについて説明している。言語によるコミュニケ―ションが困難な利用者の支

援では非言語コミュニケーションが重要であり、行動理論の応用の意義につい

て述べている。行動理論では、応用行動分析の枠組みのなかに人間の行動変容

としてプロセティック環境の重要性を指摘している。 
最終章の第７章では、福祉職員の実践力向上を目指して、専門職に求められ

る素養、ストレスとバーンアウトの意味と対処方法、スーパービジョンの必要

性と方法について記述している。 
 上記の論文内容を踏まえて、本論文の主要な研究成果を要約すれば、１．施

設等の経営のあり方として、社会福祉の基本理念に基づき利用者支援を中核と

した福祉サービスの質の向上を努めること、２．福祉職員の実践力向上のため

には、実践と理論との交互作用を通して理論の実践への応用、実践から新たな

理論の構築の重要性を強調していること、３．利用者主体の中核である自己決

定において利用者の意思をいかに引き出し、理解するうえで有用な行動理論の

重要性を提起したことを指摘することができる。 
 
副論文「障害者の個別支援計画作成に関する研究 ― 重度知的障害者の利用   
    者主体からの考察 ―」、『総合福祉科学研究 第３号』、関西福祉科学

大学、２０１２年３月、１－１４ページ。 
 
 本論文の目的は、障害者支援施設における生活介護事業のひとつである重度 
知的障害者を主な対象として、利用者主体を志向した実践可能な個別支援計画 
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作成について考察することである。 
第１章では、重度知的障害者の自己決定と意志表明に関する課題と支援につ 

いて先行研究を紹介している。「自己決定が困難であり、その能力が低い人とみ 
なされる人に対して自己決定能力を強調することは能力主義に陥る危険性を有 
している」、「自己責任に基づく自己決定の強要は、決定・責任能力の有無によ

って人間を識別する新しい差別構造を生み出しかねない」といった問題提起を

引用しつつ、津田氏は、自己決定を尊重することに加え、自己決定を促し、支

え合うという視点を組み込むことと、利用者を権利の主体者と捉えるポジティ

ブな援助観が重要であると強調している。 
 第２章においては、個別支援計画の基本的考え方について記述している。そ

のひとつは人権思想に根付いた支援であり、以下にエンパワメント概念やスト

レングス視点に基づいた人間観、利用者ひとり一人に応じた自立生活支援、長

期展望を見越した支援計画等が述べられている。 
 第３章は、個別支援計画作成の着眼点が整理されて記述されている。そのひ

とつは、日常生活のなかで利用者の非言語行動として発せられた想いにどれだ

け応えられるかが意思表明や自己決定の重要な鍵になること、福祉サービスの

到達点である長期目標を設定し、それに向けて中期、短期目標を策定すること、

また、いわゆる問題行動は利用者の意思表明であること等が記述されている。 
 本論文は、個別支援計画作成の作業を通して得られた知見を述べたものであ

る。 
 
Ⅱ 学位申請論文審査結果の要旨 
 
１． 津田氏は、長年にわたる障害者施設の現場経験を踏まえて、これからの 

施設等においてはサービスの質の向上が不可欠であることを痛感し、使

命感をもって本論文を執筆している。研究の基本的スタンスは、利用者

主体による社会福祉実践の向上を目指して、理論と実践とを融合した実

践可能な枠組みを明確に示している。 
２． 昨今、社会福祉の研究や実践においては、evidence based practice の 
  重要性が指摘されている。本論文において、支援内容（process）のみな

らず支援効果（outcome）に関する多くの事例を挿入し、支援効果を明示

していることは説得力をもつ特長として評価できる。 
３． 津田氏の実践経験は現場尊重の姿勢が論文内容に明確に反映されてい       
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るが、施設職員が抱える課題に止まらず課題の対処法を適切に記述して

いる。このことから、福祉職員に対する温かいメッセージを論文の行間

から読み取ることができる。施設職員は本論文から施設等におけるサー

ビスの質を高める強い動機づけになるであろう。また、臨床福祉学専攻

の学生が福祉実践を研究、学習する上で好適な参考文献として推奨でき

る。 
４． 今後の研究課題として、本論文が人と環境とが織りなす交互作用に焦点

を置く生活モデルを理論的枠組みとしていることから、生活施設

（residential setting）の長所、短所に関する分析を行う必要があるこ

とを付言しておきたい。 
 

Ⅲ 最終試験結果の要旨 
 
 上記の学位申請論文審査結果の通り、審査委員会は全員一致で本学位申請論

文を博士（臨床福祉学）の学位を授与するに値すると判定した。 
 
Ⅳ 口頭試問の日時 
 
 ２０１３年２月１３日 
 
Ⅴ 審査委員会の所見 
 
  「利用者支援の実践研究」は津田氏の社会福祉の哲学である「利用者主体   
 の支援」が貫かれた論文であり、その内容は関西福祉科学大学大学院におけ   
 る臨床福祉学の博士論文（乙第１号）として十分な学術的レベルを有してい  
 ると判断した。 
 
 
                               以上 
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